
2022 年度理系チャレンジ講座（第６回）を実施しました 

１２月７日（水）に福祉健康科学部の阿南 雅也先生を講師

に迎え、「ヒトはどうやって立ったり歩いたりしているのかを探

る」というテーマで、理系チャレンジ講座第６回を実施しまし

た。国東、別府翔青、大分雄城台、大分鶴崎、大分西、臼杵、竹

田、三重総合、中津南、大分東、芸術緑丘、玖珠美山、大分の１

３校１５１名が受講しました。 

理学療法が専門の阿南先生は、高校での物理の復習を交えなが

ら、ヒトが動くメカニズムについて説明をされました。 

 まず、理学療法コースで学ぶ内容について話をしました。理学

療法士とは「動作」の専門家であり、患者の動作を分析し関節の

機能を評価する仕事であるという説明をされました。次に、「加

速度の法則」「作用・反作用の法則」の復習から、物体の内部で

働く「内力」では物体を加速することはできないとお話され

ました。 

 そして、ヒトが動くメカニズムの話に入り、スクワットの

例から、床反力の変化について受講生に問いかけました。受

講生からは、「ヒトの動きが止まったとき、力がつり合って体

重計の目盛りが動か

なくなる」という回

答がありました。 

 その後は、力のモーメントや力学的エネルギーについて物理

の復習を行いながら、歩行のときの重心の軌跡について説明さ

れました。歩行のときに、重心が左右に移動することについても

お話されました。 

最後に、「高校で物理を勉強すると、理学療法の勉強に役に

立つ」という話がありました。「ぜひ本学を目指して頑張って

ほしい」と大学を目指す受講生にエールを送っていただきま

した。 

受講生からは「理学

療法士のことについて知識量が少ないけれども物理の内容のみ

で理解できて大変分かりやすかった。」「人体の不思議を解明し

ていく感じがしてとても楽しかった。」「筋肉や重心の位置によ

って力がはたらき、立つ、歩くといった動作を行っていること

が理解できたので、人間の体の仕組みについて興味をもった。」

等の感想が寄せられました。 

 


